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ようやく 

秋らしく 

なってきましたね。  

～生活・社会そして人・・・すべては政治とつながっている～ 

神 原 宏 一 郎 の 

つ な が り 通 信 

 
か ん ば ら こ う い ち ろ う 

①
職
員
の
不
祥
事
に
対
す
る
処
分
に
つ
い
て 

Ｑ
．
自
転
車
保
管
所
に
勤
務
し
て
い
た
職
員
（
１
６
人
）が
常
態
的
に
早
帰
り
を
し
て
い
た
が
、 

不
当
に
取
得
さ
れ
た
給
与
は
合
計
で
い
く
ら
に
な
る
の
か
？ 

Ａ
．
勤
務
し
な
か
っ
た
時
間
に
支
払
わ
れ
た
給
与
の
総
額
は
１
９
８
万
７
７
５
０
円
。 

Ｑ
．
不
正
発
覚
後
、
当
該
職
員
へ
は
ど
の
よ
う
な
処
罰
が
な
さ
れ
た
の
か
？ 

Ａ
．
「
文
書
訓
告
」
処
分
を
行
っ
た
。 

Ｑ
．
な
ぜ
、
不
当
取
得
さ
れ
た
お
金
を
市
に
全
額
返
還
さ
せ
な
い
の
か
？ 

Ａ
．
こ
れ
ま
で
に
返
還
さ
れ
た
額
は
１
５
８
万
１
４
０
円
。
全
額
納
付
に
至
っ
て
い
な
い
が
、 

引
き
続
き
返
納
を
求
め
て
い
く
。 

Ｑ
．
処
分
対
象
と
な
っ
た
人
が
再
任
用
職
員
（市
の
Ｏ
Ｂ
職
員
）
の
た
め
、
処
分
が
甘
い
の
で
は
な
い
か
？ 

 

Ａ
．
職
員
の
処
分
は
、
事
態
に
至
っ
た
事
実
経
過
等
を
十
分
に
調
査
・
確
認
の
う
え
、
厳
正
に
行
っ
た
。 

 

②
療
養
休
暇
取
得
職
員
・長
期
休
職
職
員
数
の
現
状
と
市
の
対
応
に
つ
い
て 

Ｑ
．
精
神
疾
患
で
長
期
間
休
職
、
療
養
休
暇
を
取
得
し
て
い
る
職
員
数
と
、
そ
の
主
な
要
因
は
？ 

Ａ
．
平
成
２
４
年
度
の
療
養
休
暇
取
得
者
は
２
２
人
、
休
職
者
は
２
１
人
。
発
症
に
は
、
職
場
環
境
、 

労
務
環
境
、
個
人
の
問
題
と
い
っ
た
様
々
な
ス
ト
レ
ス
要
因
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

Ｑ
．
職
員
定
数
が
減
少
す
る
一
方
、
長
期
休
職
す
る
職
員
が
今
後
増
大
す
る
と
、
他
の
職
員
の
負
担
の 

増
加
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
？ 

Ａ
．
休
職
者
が
い
る
職
場
で
は
、
代
替
の
臨
時
職
員
等
を
雇
用
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
、 

ま
た
、
他
の
職
員
の
負
担
が
増
加
し
な
い
よ
う
に
努
め
、
職
員
同
士
の
フ
ォ
ロ
ー
や
業
務
分
担
の
見
直
し 

な
ど
に
よ
り
円
滑
な
業
務
運
営
を
図
っ
て
い
く
。 

 

③
生
産
緑
地
の
活
用
実
態
と
適
正
な
課
税
に
つ
い
て 

Ｑ
．
現
在
、
豊
中
市
が
指
定
し
て
い
る
生
産
緑
地
の
面
積
と
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
総
額
は
？ 

Ａ
．
生
産
緑
地
の
農
地
面
積
は
、
約
３
７
万
８
千
㎡
。
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
の
合
計
は
約
７
２
万
円
。 

仮
に
市
街
化
区
域
農
地
の
税
額
で
試
算
す
る
と
、
合
計
は
約
１
億
３
７
９
０
万
円
。 

差
額
は
、
合
計
で
約
１
億
３
７
１
８
万
円
。 

Ｑ
．
生
産
緑
地
の
管
理
・チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
？ 

Ａ
．
農
業
委
員
会
が
毎
年
１
回
、
６
月
中
旬
か
ら
約
１
か
月
か
け
て
市
内
全
て
の
農
地
を
調
査
し
て
い
る
。 

低
利
用
と
な
っ
て
い
る
農
地
所
有
者
に
は
、
生
産
緑
地
は
農
地
と
し
て
の
適
切
な
管
理
が
義
務
付
け 

 

ら
れ
て
い
る
旨
の
注
意
文
書
を
送
付
し
、
農
業
委
員
に
よ
る
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。 

Ｑ
．
生
産
緑
地
を
厳
格
に
調
査
し
、
必
要
に
応
じ
て
指
定
の
解
除
や
現
況
課
税
を
実
施
す
べ
き
で
な
い
か
？  

Ａ
．
生
産
緑
地
地
区
内
の
農
地
が
、
全
く
耕
作
さ
れ
ず
、
長
期
に
わ
た
っ
て
放
置
さ
れ
、
容
易
に
農
地
に
復
元 

で
き
な
い
よ
う
な
状
況
に
あ
る
場
合
は
、
現
況
に
よ
り
課
税
す
る
こ
と
に
な
る
。 

そ
の
場
合
、
関
係
部
局
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
連
携
し
て
い
き
た
い
。 



 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①職員の不祥事に対する処分について～身内に甘すぎないか？～ 
組織や個人の勝手な判断や慣習によって、法律や規則に背いて職務にあたっていた事実に 

対し、市はもっと問題意識と危機感を持つべきで、厳格な対応が必要だと思います。 

地方公務員法第２９条及び豊中市の懲戒条例では、職員が「地方公共団体の規則、規定に  

違反した場合」、「職務上の義務に違反、又は職務を怠った場合」、「全体の奉仕者たるに    

ふさわしくない非行のあった場合」のいずれかに該当する場合、懲戒処分することができると 

あり、市の文書訓告という処分は甘すぎます。 

市の対応や処分の甘さは、組織の秩序の低下、職員の意識やモチベーションの低下を招くだけ

でなく、組織内外での不公平感が生じます。また、今回の処分内容を聞けば、多くの市民は  

処分が甘すぎる、市のＯＢ職員だから処分が甘くなったのではないかと疑うはずで、市役所や

職員に対する市民からの信用や信頼の喪失に繋がりかねません。 

あらためて、職員の不祥事に対する市としての処分や対応のあり方について考えるとともに、 

今回の件については、処分内容が妥当だったのか再検討し、判明している不当利得された  

給与については、早急に全額返還させるべきです！！ 

②療養休暇取得職員、長期休職職員数の現状と市の対応について 

～組織の弱体化、市民サービスの低下を防がなければ！！～ 
精神疾患は、近年、患者数が急増しており、豊中市役所でも精神疾患にかかる職員数

や割合が今後、増加していくのではないかと懸念しています。 

その一方、職員定数は毎年のように減少しており、職員一人当りの業務量は増加し、 

過労やストレスでダウンする方が増えるのではないか、普通に働ける職員の割合が 

減少していくのではないか、結果として、組織の弱体化や市民サービスの低下に繋がる

のではないかと危惧しています。 

そのような事態が生じることのないよう、職場環境の改善など予防策をより一層講じると

ともに、職員が早期、軽度な段階で、悩みや相談を打ち明けられる環境やシステムの 

強化、また、精神疾患にかかってしまった方が、出来る限り早く、職場 復帰できる   

支援策の強化に努めるべきです！！ 

③生産緑地の活用実態と適正な課税について 
  ～適切な土地の管理、税収の増加を目指して！！～ 
生産緑地は、円滑な都市計画の実施、都市環境の保全などを目的に将来にわたり農地等として

残すべきと自治体が指定した土地で、固定資産税及び都市計画税が農地並みになるなど   

税金面で大きな優遇が受けられます。実際、通常の約２００分の１の課税となっています！！ 

今回、生産緑地指定されている土地を見て回りました。稲穂が一面に広がっていたり、色んな 

野菜や果物が実っていたりと、しっかりと管理されている土地も数多くありました。一方で、雑草

が生い茂る土地、不法投棄が散乱する竹林、緑がほとんどないさら地など、単なる節税対策に

なっているのではないかと感じられる土地もありました。 

市は定期的に厳格かつ厳密な現地調査を実施するだけでなく、経年的な調査結果を記録し、 

指導、啓発しても改善されない土地については、関係部局が連携して、現況課税が可能になる

ように努めるべきです！！ 

実態の伴わない、目的に沿わない土地については、生産緑地の指定解除を積極的に行い、  

現況課税を行うことで、適切な土地の管理、大幅な税収増が見込めるはずです！！ 

良い例：作物が育っているか、いつでも耕作できる状態に 
悪い例：不法投棄や雑草で 

溢れている 



日 々 の 活 動 に つ い て の 詳 細 は 神 原  宏 一 郎 ホ ー ム ペ ー ジ の 日 記 を ご 覧 く だ さ い ！

http://www.geocities.jp/positive_square/diary.html 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  

2012 年 7 月 

 2 日 防災対策調査特別委員会 ※ 

 3 日 市立伊丹病院会派視察 ※ 

 4 日 大阪大学大学院国際公共際策研究科 

     赤井伸郎教授講演・「地方財政制度と役割分担～」 

     「臨時財政対策債の構造と膨張の実態」 

 6 日 豊中市議会幹事長会 ※ 

     議会改革検討委員会 ※ 

     第 52 回豊中市老人クラブ大会 

 7 日 『鎌仲ひとみ監督作品「内部被ばくを生き抜く」 

         上映会＆避難者おお話を聞く集い』 

     第１回庄内バル参加 

 8 日 豊中駅前七夕まつり 

     大阪府高次脳機能障がい支援普及事業 

     「柳光太郎さんの講演会」 

16 日 うえの歩こう会 

17 日 近畿市民派交流・学習会 

18 日 関西の航空を考える勉強会 

19 日 千葉県我孫子市会派視察 ※ 

20 日 千葉県柏原市・松戸市会派視察 ※ 

22 日 上野連合会自治会定例会 

23 日 豊中市議会幹事長会 ※  議会運営委員会 ※ 

27 日 阪急南千里駅前地下機能式駐輪場見学  

28 日 第２０回市政報告会 

     岡町商店街「夜店大会」 

30 日 豊中市議会幹事長会 ※  議会運営委員会 ※ 

     ７月臨時議会 本会議 ※  議会改革検討委員会 ※ 

31 日 豊中駅前まちづくり推進協議会 

     平成２４年度定例会＆討論会 
 

2012 年 8 月 

 4 日 豊中まつり ごみ分別ボランティア 

 5 日 シドニー・IBA 大阪親善交流会 

     箕面市議会議員選挙応援 

     豊中まつり ごみ分別ボランティア 

 7 日 「岩手県大槌町復興祈念高校野球交流試合」観戦 

                （大槌高校 VS 桜塚高校） 

 

10 日 箕面市議会議員選挙応援 

19 日 「第 34 回寺内まつり」 

23 日 豊中市箕面市養護老人ホーム「永寿園」納涼まつり 

24 日 庄内少年文化館見学 

25 日 上野まつり ボランティア 

26 日 上野まつり後片付け 

27 日 関西若手議員の会政策部会勉強会 

29 日 大阪国際空港就航都市サミット 

30 日 豊中市議会幹事長会 ※ 議会運営委員会 ※  

     議会改革検討委員会 ※ 

31 日 豊中市中学生シンポジウム 

 

2012 年 9 月 

 1 日 観光物産展「おおいた竹ものがたり」見学 

     上野連合自治会役員会 

 3 日 生産緑地現地調査 

 4 日 千里少年文化館見学 

     大阪広域水道事業勉強会 

 5 日 和泉市議会議員選挙応援 

 6 日 豊中市議会幹事長会 ※ 議会運営委員会 ※ 

９月定例会 本会議 ※ 

 8 日 「千里川で水遊び」ボランティア 

10 日 文教常任委員会 傍聴 ※ 

11 日 環境福祉常任委員会（神原在籍） ※ 

12 日 総務常任委員会 傍聴 ※ 

     『市民ロビーゆうゆうコンサート日本のうた』鑑賞 

13 日 豊中市議会幹事長会 ※ 

15 日 敬老の集い 

20 日 豊中市議会幹事長会 ※ 

21 日 インターン合同発表会 

23 日 うえの歩こう会 

25 日 ９月定例会 本会議（神原個人質問） ※ 

26 日 ９月定例会 本会議 ※ 

27 日 豊中市議会幹事長会 ※ 議会運営委員会 ※ 

９月定例会 本会議 ※ 

29 日 豊中こども音楽フェスティバル 

30 日 豊中市民健康展・８０２０高齢者表彰式 ※ 

神原 宏一郎の活動報告 2012 年 7 月 1 日～9 月 30 日（抜粋）※印は公務 

２０１２年度上半期を振り返って 
今年度は議会内外で様々な役職や機会を与えて頂いています。幹事長会や議会改革検討委員会では

一人会派の時には蚊帳の外だった会派間の議論に触れ、改革がなかなか進まない難しさに直面して

います。つくづく、会議が完全非公開で行われることが一番の問題のように感じます。 

また、環境福祉常任委員会に初めて所属し、環境・福祉・病院関係の事業や業務、施設について、

今までになかった知識や見識が得られ、防災対策調査特別委員会では委員長に就任し、議事進行や

委員の意見集約、視察先の決定等の職務を経験しています。 

一方、議会外でも新たに関西若手議員の会の政策部会長になり、全国の先進事例を調査する機会、

地域活動では自治会役員になり、地域のニーズや実情を把握する機会が増えたと感じています。 

このような数々の機会、経験を今後の活動に大いに活かしていかなければなりません。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 
日 時：10 月 27 日（土） 
午 前１０時～１２時         

場 所：堀田会館２階第一料理教室 

 （阪急バス豊中高校前から徒歩 5 分） 

参加費：無料 

主 催：前向きひろば 

お問合わせは 06-6854-5664 まで 
 

今ある問題や課題、将来の不安、

素朴な疑問などなど、参加者   

みんなで情報共有・意見交換   

出来ればと思っています。 

気軽にご参加下さい！！ 

前向きひろば 2012 年 7 月～9 月分 

収入 

前月繰越残高 \1,998,651 

神原宏一郎議員報酬より \900,000 

その他（注 1)  \187,000 

合計（１） ￥3,085,651 

支出 

家屋費（イベント会場含） ￥222,410 

光熱費 ￥14,890 

通信費 ￥20,033 

印刷費 ￥232,310 

備品費 ￥0 

消耗品費 ￥8,862 

交通費 ￥0 

人件費 ￥413,500 

その他（注 2) ￥119,368 

合計（２） \1,031,373 

次月繰越 （１）－（２） \2,054,278 

 
発行元 前向きひろば ～Positive Square～ 
 

〒560-0021 豊中市本町 3-1-20 エルビル 2 階 
ＴＥＬ＆ＦＡＸ：06-6854-5664  
平日（祝日は除く）の 10 時から 17 時はスタッフがおります。  

ｙoung_spiritjp@yahoo.co.jp 
http://www.geocities.jp/positive_square/ 
Facebook 活用しています！！ 
「つながり日記」毎日 HP で更新中！！ 

※ご希望の方には通信を無料でお届けします。お気軽にご連絡ください。 

 

９月定例会から本会議の一般質問に一問一答方式が導入されました。個人的には、従来の一括

質問方式と比較して、議論の簡潔さ、スピード感、緊張感が向上したように思います。一方で、 

質問時間は従来と同じように各議員１０分だったため、質問できる項目数は減少傾向にあった 

ように思います。分かりやすい議論が展開されるようになっても、質問の質や量が低下しては   

意味がありません。今後、各議員の持ち時間については検討する必要があると感じました。 

インターネット中継や一問一答方式など、分かりやすい議論や可能な限りの情報提供を目的に 

導入された新しい設備やシステムを、市民の方々が最大限活用し、新たなご意見やご提案、   

ご批判等々をお寄せ頂き、議会での議論に反映させていくことが何より重要と考えます！！ 

 今年の春頃、「児童・生徒の通学路の安全確保」に関する不安や要望の声を数多く頂いていました。  

しかし、最近は、いじめ問題に関する質問や意見を頂くことが非常に多く、通学路の安全確保の話は 

ほとんど耳にすることが無くなりました。でも、実際には、通学路の問題は、まだ解決していません。   

このように世間の関心事や問題意識は非常に早く移り変わり、薄れていってしまいます。 

マスメディアにも問題があると思いますが、その時々の流行や風潮、感情ではなく、一つ一つの問題を 

より深く、中長期的視野で考え、問題が解決するまで関心を持ち続けることが重要ではないでしょうか。 

ちなみに、市は既に市内全域の通学路の調査を行い、整備可能な所から改善策を講じるそうです。 

2012 年 7 月～9 月分 

収 入 

議員報酬 \1,923,000 

合計 \1,923,000 

支 出 

会派会費 \30,000 

所得税 \158,370 

議員団費 \9,525 

事務所費用へ \900,000 

生活費 \825,105 

合計 \1,923,000 

（注 1) イベント参加費 

     カンパ  

(注 2） 勉強会参加費など 


